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１．概要 
 静岡県沼津市から修善寺町を経て下田市に至る延長約６０ｋｍの自動車専用道，「伊豆縦貫自動車道」の整備が行

われている．本対象地域はその中央部，中伊豆地域にあたる修善寺及び天城湯ヶ島を通過する天城北道路である．

天城北道路は自然環境や温泉などの観光資源に恵まれた地域である．よって，観光道路としての役割は大きいと考

えられ，デザイン性と周辺環境への調和が求められることから，トンネル坑口に着目をした． 

ここに報告するのは，本道路に計画される４つのトンネルの坑口検討を行うにあたって，デザイン的発想を重視

するという試みである．イメージスケールの適用及び植栽の検討を行った後に，坑門工の形状決定を行った． 

 

２．検討方針 

今回，坑門工デザインについて検討するにあたって，沼津側の既に供用している「伊豆中央道～国道 414号～修

善寺道路」との流れを重視し，トンネル坑門工形式の基本方針を合わせることにした．即ち，連続するトンネル群

は一連のものとして捉え，群の端点となる坑口に彩色を含めた修景を用いるというものである．天城北道路におけ

るトンネル群の概要を図－１に示す．  
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図－ １ 全体概要図 

３．イメージスケール  

 従来，デザイナーによる成果について人々の意見を取り込むことによって公共性を持たせてきた土木デザインで

あるが，検討の段階で多くの人々の意見を取り込むことで，更に周辺地域及び環境に馴染むデザインが生まれるの

ではないだろうか．物事に対するイメージには個人差が出てしまうため，本来の土木構造物に求められる，長年飽

きられない「永続性」，市民共有の財産としての「公共性」，歴史・文化・自然の生態系調和する｢環境性｣の３つの

要件を満たすデザインを実現させることは難しい．そこで，「永続性」，「公共性」，「環境性」をもたせるため，検討

段階から多くの人々の意見を取り入れる手法として，今回イメージスケールを用いる． 

イメージスケールとは，日本デザイン研究所によって形容詞と色との結びつきをスケール化したものである．人々

が抱くイメージにはある共通した感覚があるので，アンケートを用いて嗜好調査を行うことによって、選択された

イメージ語より、その調査対象のイメージカラーを抽出する．イメージスケールは、修善寺及び天城湯ヶ島のイメ

ージカラーを決定する有効な手法であると言える． 
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表－ １ 嗜好調査結果 ４．イメージスケール調査結果  

 イメージ語 イメージ分類該当率 イメージスケール 
情緒的な 66.7% Natural  34.2%
風流な 66.7% Chic    22.1%
静かな 58.3% Classic  10.7%
自然な 58.3% Elegant  10.0%
素朴な 50.0% Dandy   6.8%
古風な 50.0% Clear    6.8%
伝統的な 50.0% Romantic 5.5%
風格のある 41.7%  
閑静な 41.7%  
居心地のよい 41.7%  
清らかな 41.7%  
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のんびりした 41.7%  

 

自然な 90.9％ Natural  46.9%
情緒的な 72.7% Chic    26.1%
のどかな 72.7% Classic  11.0%
閑静な 63.6% Elegant  8.0%
田園的な 63.6%  
のんびりした 63.6%   
静かな 54.5%   
くつろいだ 54.5%   
ひなびた 54.5%   
古風な 54.5%   
風流な 54.5%   
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伝統的な 54.5%   
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調査結果より，多くのイメージ

語が抽出された．各々のカテゴリ

ーにおけるイメージ語をほぼ同

数抽出するため，カテゴリー１に

おいては選択率 40％以上，カテ
ゴリー２においては選択率 50％

以上のイメージ語を抽出した．嗜

好調査結果の詳細を表－１に示

す 4)．まず，カテゴリー１では，

暖色系と寒色系の配色の両方が

抽出されたため，供用中の修善寺

トンネルとの流れを考慮し，寒色

系の配色をイメージカラーとし

た．次に，カテゴリー２において

はトーンの低い暖色系の配色を

イメージカラーとした．5) 

 

 ５．植栽検討  

 緑化方法にも配慮が必要である．切土や盛土等

の人工的な面がどうしても発生してしまうため，従

来通り芝で覆うだけでは違和感が残る．現況の樹木

で覆われている山に馴染むよう，樹種の選定を行う。 
まず，対象地域周辺の現存植生図及び現地調査よ

り周辺植生の調査を行い，表－２には各坑口周辺における現在の植生を示す．今回，単に周辺樹種と同様のものを

植樹するのではなく，潜在植生を考慮し，かつ現存植生とも馴染む樹木の植栽樹種の選定を行った．6) 

表－ ２ 坑口周辺における植生調査結果 
起点側 終点側 

トンネル名称 
全体 一部 全体 一部 

本立野トンネル スギ・ヒノキ 広葉樹 広葉樹 竹・ヒノキ混在

日向トンネル ヒノキ 竹 広葉樹 ― 

湯ヶ島第１トンネル スギ 竹・広葉樹混在 広葉樹 ヒノキ 

湯ヶ島第２トンネル スギ 広葉樹少々混在 ヒノキ 広葉樹 

湯ヶ島第３トンネル ヒノキ 竹混在 竹 ― 

 

６．検討結果  

 各検討結果を基に，各トンネル坑口の形状及び植栽について決定したものを表－３に示す． 

 
表－ ３ 各トンネル坑口における検討結果 

トンネル名 本立野トンネル 
坑門工形式 ウィング式 ウィング式 
修景の有無 ○ ○ 

カテゴリー１ 
修善寺 

植栽樹種 常緑広葉樹 常緑広葉樹 

 

トンネル名 日向トンネル 湯ヶ島第1トンネル 湯ヶ島第２トンネル 湯ヶ島第３トンネル 
坑門工形式 ウィング式 ウィング式 ウィング式 ウィング式 ウィング式 ウィング式 ウィング式 竹割式 
修景の有無 ○ × × × × × × ○ 

カテゴリー２ 
天城湯ヶ島 

植栽樹種 常緑広葉樹 常緑広葉樹 常緑広葉樹 落葉広葉樹 常緑広葉樹 常緑広葉樹 常緑広葉樹 笹 
 

７．まとめ  

 今回のイメージ抽出手法においての結果は，アンケートのサンプルに大きく影響される．求めるコンセプトによ

りイメージに差が出ることも考えられるため，サンプル選びにも配慮が必要である． 
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